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2024 年４月３日（水）、支部貸与ｉＰａｄを活用したＺｏｏｍにて各支部の支部執行副委員長（パートナー

組合員）を対象とした「第２回全国支部執行副委員長（パートナー組合員）研修会」を開催し、64 名が参加

しました。近年パートナー組合員を取り巻く働き方は大きく変化しており、新たなＩＹとして人事処遇制度の

見直しに向けた議論が求められている中、前回の研修会で上がったパートナー組合員の声 2024 春季労働条件

交渉にて会社側に伝えてきました。本研修会は、支部執行副委員長（パートナー組合員）へ妥結内容を共有

し、仲間同士で意見交換を行い、理解を深めることを目的に開催しました。 

 

 

 

【テーマ】2024 春季労働条件交渉の妥結報告内容を受けて、支部のパートナー組合員の反応 

・給与項目における基本給の見直し（本人評価給）が継続協議になってしまったことは残念であるが、私たち 

の声が交渉の場で会社側に伝わったことは、大切な第１歩だと感じる。 

・厳しい営業利益の中、現場への投資としてＰ組合員の時給が上がることにとても感謝をしている。 

・繁忙期の対応や正月手当等、働きやすい環境に向けて声をあげ続けていきたい。 

・社員食堂の廃止による賃金改定（P組合員9円）の理由は明瞭で理解しやすかったが、食事の取り方への 

不安は続いているので、安心して休憩が取れるように早めの発信をして欲しい。 

・2025 年 3月導入予定の新人事制度に大きく期待しているので、パートナー組合員の声を伝え続けて欲しい。 

グループディスカッションであがった組合員の声（一部抜粋） 


